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表1.1 検討対象とした地震

①〜⑥は想定される地震のタイプを指す（図2.2を参照）
※１︓北⽶プレートとフィリピン海プレート境界の地震
※２︓モーメントマグニチュード（Mw）は津波断層モデルによるもの
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想定場所 本報告で検討した地震のタイプ 前回報告での地震のタイプ

都⼼南部直下
都⼼東部直下
都⼼⻄部直下
千葉市直下
市原市直下
⽴川市直下
川崎市直下
東京湾直下

⽻⽥空港直下
成⽥空港直下
さいたま市直下 想定なし
横浜市直下 ①地殻内の浅い地震（Mw6.8)
茨城県南部

茨城・埼⽟県境
関東平野北縁断層帯 想定なし ①活断層（Mw6.9)

深⾕断層帯 ①活断層（Mw7.6) 想定なし
綾瀬川断層 ①活断層（Mw7.2) 想定なし
⽴川断層帯 ①活断層（Mw7.1) ①活断層（Mw7.1)

三浦半島断層群主部 ①活断層（Mw7.0) ①活断層（Mw7.0)
伊勢原断層帯 ①活断層（Mw6.8) ①活断層（Mw6.8)

⻄相模灘 ①地殻内の浅い地震（Mw7.3） ①地殻内の浅い地震（Mw7.3）

⼤正関東地震タイプの地震 ②相模トラフ沿いの海溝型地震
（Mw8.2)※２

②相模トラフ沿いの海溝型地震
（Mw8.2)※２

元禄関東地震タイプの地震 ②相模トラフ沿いの海溝型地震
（Mw8.5)※２

②相模トラフ沿いの海溝型地震
（Mw8.5)※２

延宝房総沖地震タイプの地
震

④⑥⽇本海溝沿いの海溝型地震
（Mw8.5)※２

④⑥⽇本海溝沿いの海溝型地震
（Mw8.5)※２

房総半島南東沖で想定さ
れるタイプの地震

②相模トラフ沿いの海溝型地震
（規模不明）

②相模トラフ沿いの海溝型地震
（規模不明）

最⼤クラスの地震
（⻄側モデル、中央モデ

ル、東側モデル）

②相模トラフ沿いの海溝型地震
（Mw8.7)※２

②相模トラフ沿いの海溝型地震
（Mw8.7)※２

M8クラスの海溝型地震・
最⼤クラスの地震

地震の規模

M7クラスの
地震

地震発⽣場
所の想定が
難しく、都区
部及び⾸都
地域の中核
都市に想定
する地震

③フィリピン海プレート内の地震
（Mw7.3)

③フィリピン海プレート内の地震
（Mw7.3)

①地殻内の浅い地震（Mw6.8)

地震発⽣場
所が想定され

る地震

②プレート境界の地震（Mw7.3)※１ ②プレート境界の地震（Mw7.3)※１



図2.1 関東周辺のプレート境界

南関東地域で発生する地震の発生場所

①地殻内（北米プレートまたはフィリピン海プレート）の
浅い地震

②フィリピン海プレートと北米プレートの境界の地震
③フィリピン海プレート内の地震
④フィリピン海プレートと太平洋プレートの境界の地震
⑤太平洋プレート内の地震

⑥フィリピン海プレート及び北米プレートと太平洋プレー
トの境界の地震

図2.2 南関東地域で発生する地震のタイプ
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Iwasaki et al. (2015)
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図2.3 フィリピン海プレートの形状に関する近年の知見
（本報告で採用したモデルとの比較）
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凡 例
フィリピン海プレート上面の等深線
相模トラフ位置

三重会合点付近における相模トラフ位置？
音波探査結果によるフィリピン海プレートの北端位置？
日本海溝・伊豆-小笠原海溝の位置

※海底地形図は海上保安庁提供データから作成。

図2.4 本報告におけるフィリピン海プレート上面の形状

4



図2.5 本報告における太平洋プレート上面の等深図
150km以深は50km間隔。150km以浅は10km等深線

（東⽇本周辺
拡⼤）
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図2.6 Loveless and Meade (2010)によるプレート収束速度
・Loveless and Meade (2010)による、相模トラフにおけるフィリピン海プレートの
北米プレートに対する運動（図から読み取り）

・すべり方向：330～335°（N30W～N25W） すべり速度：17.0～17.8 mm/y
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図2.7 浅部地盤モデル
（上図：AVS30 下図：震度増分）
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図2.8 浅部地盤モデルの比較（東京都心部における安政江戸地震の震度分布の比較）（プロットは
武村（2003）による）
左：前回報告
右：内閣府 南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会（2025）を使用したモデル

図2.10 H25地盤モデルを採用した範囲
地形等や周囲との連続性を考慮して範囲

を設定した

図2.9 微動アレイ探査観測点
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前回報告書
内閣府 南海トラフ巨⼤地震モデル

・被害想定⼿法検討会（2025）

（参考）微地形区分本検討で作成

① ②

③

図2.11 地盤モデルのAVS30（都心部拡大）
②を基本として、沿岸部について一部①を採用したもの（③）を本報告で用いた。
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図2.12 深部地盤モデルの構造（断面図）
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図3.1 首都直下地震防災・減災特別PJ が検討した5地震
（東京大学地震研究所ほか, 2012）

表3.1 首都直下地震防災・減災特別PJ（東京大学地震研究所ほか, 2012）による
M7クラス地震の発生場所

千葉県東方沖
の地震

浦賀水道付近
の地震

茨城県南部の
地震(龍ヶ崎)

茨城県南部
の地震（霞ヶ浦）

明治東京地震地震名

1987年12月17日1922年4月26日1921年12月8日1895年1月18日1894年6月20日発生日時

6.76.8（宇津,1979)7.0(宇津,1979)7.2（宇津,1979)7.0（宇津,1979)Ｍｊ

6.5(川勝,1988)6.4(勝間田,2000)
6.0-6.3

(勝間田ほか,1999)
Ｍｗ

ⅤⅣⅣⅣⅥ最大震度

房総半島沖
浦賀水道付近

研究者により異なる
霞ヶ浦西方

研究者により異なる
霞ヶ浦北部東京湾北部震央

50km程度53km程度と決定53km程度と推定80km程度と推定
S-P時間の読取り差
から研究者で相違

深度

垂直な断層面
の右横ずれ型

横ずれ型又は
正断層型

横ずれ型－－発震機構

異常震域は
認められない

同心円状
東北太平洋岸の
「異常震域」

同心円状震度分布

PHSプレート内余震分布

PHS内PHS内PHS内PAC内PHS内又はPAC上面地震の

③③③⑤③ or④発生場所

ABABC
結果の
信頼性

・余震分布
・メカニズム

・深度
・メカニズム
・震度分布

・震度分布
・メカニズム

・深度
・異常震域を示す
震度分布

・震度分布から
PAC内ではない

発生場所
の根拠

地震の名称は理科年表(平成25年）による地震名:

A：信頼性が高く、ほぼ間違いないと考えられる。信頼性:

B：信頼性は中程度で、今後のデータ追加により発生場所が変わる可能性を否定できない。

C：信頼性は低く、類型化の精度向上にさらなるデータ解析を要する。
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図3.3 深谷断層帯・綾瀬川断層（本報告）、さいたま市直下の地震（前回報告）
の震源断層の位置関係
断層トレース（青線）は地震調査研究推進本部（2015）を元に作成。

関谷断層

深谷断層帯

立川断層帯

北伊豆断層群

伊勢原断層帯

三浦半島断層群主部神縄・国府津-松田断層帯

検討対象とする活断層

検討対象としない活断層

綾瀬川断層

図3.4 東京圏およびその周辺の主要活断層帯の分布と検討対象とした活断層
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図3.5 汎地球航法衛星システム(GNSS)データから推定される相模トラフと
その周辺のカップリング分布（西村, 2012）
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北端
フィリピン海プレート面上で発生してい
る微小繰り返し地震とプレート境界型の
地震分布の最深部（約53km）

北東端
Uchida et al.（2009）によるフィ
リピン海プレート境界型の地震が発
生している北東端

西端

行竹ほか（2010）による東西

走向北傾斜の低角逆断層の地

震の分布範囲の西端付近

南西端

分岐断層が発達しており、沈み込

み位置の特定は困難。過去の地震

解析の結果を参考に、プレートの

深さ２kmの位置に設定

南端

構造探査によるフィリピン海プ

レートの沈み込み位置

西端と北端を滑らかに結ぶ

海上保安庁及び（独）海洋研究開発機構

の構造探査結果をもとにスムージング

図3.7 相模トラフ沿いの最大クラスのプレート境界地震の震源断層域
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震度

７
６強
６弱
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５弱
４
３以下

図4.1 1855年安政江戸地震の震度分布
・上図 宇佐美（1994）による震度分布
・下図 寺社と藩邸の被害分布（首都直下地震防災・減災特別PJ

（東京大学地震研究所ほか, 2012））（都司氏の提供データより作成）
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図4.2 Terakawa & Matsuʼura (2010)による日本周辺の応力場（全国）

18



図4.3 1885年安政江戸地震の再現計算と既存研究の震度分布（宇佐
美, 1994）

③ ④

②①

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

表4.1 1885年安政江戸地震の再現計算で検討したパラメータ

応力場に調和的
仮定した断層面に対し応力
場の剪断応力の方向にす
べると仮定

④③②①

225°45°0°0°走向

20°70°90°90°傾斜

90°90°90°0°すべり角

45404752応力パラメータ(MPa)

150150150150面積(km2)

16.7%16.7%16.7%16.7%面積比

4.34.34.34.3平均すべり量(m)

2.6E+192.3E+192.7E+193.0E+19地震モーメント(Nm)

6.96.86.96.9Mw

2.92.92.92.9破壊伝播速度(km/s)

6666fmax(Hz)

4.6E+104.6E+104.6E+104.6E+10剛性率(N/m2)
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20

備考52MPa初期モデルセグメント

断層全体

岩田・浅野(2010)900900面積(km2)

面積と地震モーメントの関係より8.35平均応力降下量(MPa)

2.01.2平均すべり量(m)

岩田・浅野(2010)8.5E+195.1E+19地震モーメント(Nm)

7.27.1Mw

28.128.1長さ(km)

32.132.1幅(km)

南北走向0°0°走向

90°90°傾斜

横ずれ0°0°すべり角

岩田・浅野(2010)5230応力パラメータ

SMGA

150150面積(km2)

16.7%16.7%面積比

平均すべり量×24.32.4平均すべり量(m)

Mos=μDS3.0E+191.7E+19地震モーメント(Nm)

⊿σ×S/Ss6.96.8Mw

2.92.9破壊伝播速度(km/s)

そのほか 66fmax(Hz)

4.6E+104.6E+10剛性率(N/m2)

※SMGAの初期モデルに対する倍率を平均応力降下量にも
あてはめた場合

表4.2 1855 年安政江戸地震の最大震度を再現するプレート内地震の断層パラメータ
・初期モデル：岩田・浅野（2010）のスケーリング則を適用したモデル
・52MPa：初期モデルの応力パラメータを変化させ、安政江戸地震の最大震度を再現した

モデル



図4.4 1855年安政江戸地震における都心部の最大震度を再現するプレート内地
震の震度の再現結果
上図：都心周辺部
下図：都心部拡大（寺社・藩邸の被害分布（東京大学地震研究所ほか，

2012）（都司氏のデータにより作成）を重ねたもの）
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東京都中心部の震度分布
（武村（2003）より作成）

南関東地域の震度分布（諸井・武村(2002)）

図4.5 大正関東地震の既存研究の震度分布

図4.6。計測震度と木造家屋全潰率の関係

墓⽯転倒震度は強い地震動
の場合のみ適⽤

震度６強で10%までは諸井・
武村(2002)と同じ

本報告
諸井・武村（2002）
墓⽯転倒率50%を仮定
墓⽯転倒率70%を仮定

物部(1926)「⼟⽊⼯事震害
調査報告」による墓⽯転倒
震度と全潰率の関係
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震度VIの範囲

Suda(1924)の震
度VIの範囲

諸井・武村 (2003)

※全壊率3%以上（液状
化が⽣じた地域は10%
以上）

※墓⽯転倒、被災者の体感、物体の
移動、斜⾯崩壊から加速度を推定

翠川(2024)より 本検討による震度分布

震度７

震度６強

諸井・武村(2002)より作成

観測震度
７
６強
６弱
５強
５弱

本検討で採用した震度分布

観測震度
７
６強
６弱
５強
５弱

図4.7  大正関東地震の震度分布の再現
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図4.8 幾何減衰項のべき乗を変更した範囲（黒線内）
※厳密には、黒線付近の群速度0.45km/s未満の領域を

境に変更を加えている

Vs0.6km/s層上⾯深度

21.20.960.720.320.16

MeSO-netによる観測
（疑似速度応答、周期2秒）

pSv(cm/s)

2024/08/9
Mj5.3（13km)

群速度（km/s）

0.45 ～ 0.5

0.3  ～ 0.45

0 ～ 0.3

その他
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○ 統計的グリーン関数法
● 経験的⼿法

図4.9 幾何減衰項のべき乗を変更した結果（距離に対する震
度の減衰）

25

25

25

地盤が硬い地域

25km以上で幾何減衰項のべき乗を変更



表4.3 1923年大正関東地震の再現計算のパラメータと既存研究のマグニチュード

本検討前回報告
1,161 km21,764 km2⾯積SMGA（合計）
239.0 km2312.8 km2⾯積

SMGA①
25.0 MPa25.0 MPa応⼒パラメータ

3.8×1019 N m5.7×1019 N m地震モーメント
7.07.1Mw

240.7 km2401.1 km2⾯積

SMGA②
25.0 MPa25.0 MPa応⼒パラメータ

3.8×1019 N m8.2×1019 N m地震モーメント
7.07.2Mw

313.9 km2314.4 km2⾯積

SMGA③
25.0 MPa25.0 MPa応⼒パラメータ

5.7×1019 N m5.7×1019 N m地震モーメント
7.17.1Mw

367.5 km2473.5 km2⾯積

SMGA④
25.0 MPa25.0 MPa応⼒パラメータ

7.2×1019 N m1.1×1020 N m地震モーメント
7.27.3Mw

-262.1 km2⾯積

SMGA⑤
-25.0 MPa応⼒パラメータ
-4.3×1019 N m地震モーメント
-7.0Mw

μUWLMoMsMtMMw1）

(N/m2)(m)(km)(km)（Nm)
4.00E+102.1701307.60E+207.9 Kanamori (1974)
5.00E+1074040

1.70E+218.1 ⽯橋(1980) 5.00E+1076045
5.00E+1063015
5.00E+1041515
3.40E+104.854958.40E+207.9 Matsu'ura et al.(1980)
3.40E+107.445228.00E+207.9 Matsu'ura et al.(1980) 3.40E+104.75563

2.2〜
2.5E+103.5701307〜8E+207.8〜7.9Wald & Somerville(1995)

7.9 渡辺（1998）
8.28.0 7.9 7.9阿部（1999）
8.28.0 7.9 7.9宇津（1999）

701301.10E+218.0 Kobayashi & Koketsu(2005)
5.00E+108.0 ⾏⾕ほか(2011)

7.9 宇佐美ほか（2013）
4.10E+108.2 内閣府（2013）

8.0 7.9 7.9地震調査委員会(2014)
7.9 理科年表(2024）

4.10E+108.2 内閣府（2025）

1）⽂献に記載されたMw、または⽂献に記載されたMoをMwに換算︓Mw=(logMo-9.1）/1.5
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図4.10 1923年大正関東地震の強震動断層モデルと震度の再現計算
上図：広域図 下図：都心部拡大図

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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図4.11 大正関東地震の震度分布と再現計算の差分

前回報告のモデル

本検討

前回今回

4168 km23337 km2震度６弱

2449 km21329 km2震度６強

394 km2186 km2震度７

7011 km24852 km2
（震度６弱以上

総計）

表4.4 大正関東地震タイプの地震における震度６弱以上の面積
（前回報告との比較） 28

再現震度－モデル

再現震度－モデル
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凡例

・―：都区部のフィリピン海プレート内の地震

・―：都心部周辺のフィリピン海プレート内の地震

・ ：北米プレートとフィリピン海プレートの境界地震

・―：地表断層が不明瞭な地殻内の地震
・―：活断層の地震（地表断層が明瞭な地殻内の地震）
・―：西相模灘の地震

※断層の位置・長さは正確ではない

成田空港直下(Mw7.3)

茨城・埼玉県境(Mw7.3)

茨城県南部(Mw7.3)

羽田空港直下(Mw7.3)

横浜市直下(Mw6.8)

西相模灘(Mw7.3)

川崎市直下(Mw7.3)

都心東部直下(Mw7.3)

三浦半島断層群主部
(Mw7.0)

千葉市直下(Mw7.3)

市原市直下(Mw7.3)

東京湾直下(Mw7.3)

都心西部直下(Mw7.3)

都心南部直下(Mw7.3)

伊勢原断層帯
(Mw6.8)

深谷断層帯
(Mw7.6)

立川断層帯
(Mw7.1)

立川市直下(Mw7.3)

図4.13 検討対象とした地震（M7クラス）の断層位置及び地震規模

綾瀬川断層
(Mw7.2)
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図4.14 首都直下のM7クラスの地震の震度分布（19地震）

⑦川崎市直下地震(Mw7.3)⑥立川市直下地震(Mw7.3)⑤市原市直下地震(Mw7.3)④千葉市直下地震(Mw7.3)

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

⑰三浦半島断層群主部の地震
(Mw7.0)

⑯立川断層帯の地震(Mw7.1) ⑲西相模灘の地震(Mw7.3)
⑱伊勢原断層帯の地震

(Mw6.8)

⑬茨城県南部地震(Mw7.3)
⑭茨城・埼玉県境地震

(Mw7.3)
⑬深谷断層帯の地震(Mw7.6) ⑬綾瀬川断層の地震(Mw7.2)

⑩成田空港直下地震(Mw7.3)⑨羽田空港直下地震(Mw7.3)⑧東京湾直下地震(Mw7.3) ⑫横浜市直下地震(Mw6.8)

①都心南部直下地震(Mw7.3) ②都心東部直下地震(Mw7.3) ③都心西部直下地震(Mw7.3)
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①プレート内地震の断層パラメータ（共通）

②プレート内地震の断層パラメータ（各地震の断層位置（中心位置））

断層上端緯度経度
27.935.686139.696都⼼⻄部
28.335.67139.756都⼼東部
26.835.595139.715都⼼南部
28.235.58139.94東京湾
22.135.69139.421⽴川市
33.035.77140.392成⽥空港
29.735.604140.108千葉市
26.335.523140.037市原市
24.535.547139.789⽻⽥空港
23.535.528139.706川崎市

表4.5 フィリピン海プレート内で想定する地震の断層パラメータ

前回今回

3709 km24193 km2震度６弱

875 km2876 km2震度６強

6 km23 km2震度７

4590 km25072 km2
（震度６弱以上

総計）

表4.6 都心南部直下地震における震度６弱以上の面積（前回報告との比較）

32

備考62MPa初期モデル

断層全体

岩⽥・浅野(2010)900900⾯積(km2)
⾯積と地震モーメントの関係より10.35平均応⼒降下量(MPa)

2.51.2平均すべり量(m)
岩⽥・浅野(2010)1.1E+205.1E+19地震モーメント(Nm)

7.37.1Mw
28.128.1⻑さ(km)
32.132.1幅(km)

南北⾛向0°0°⾛向
90°90°傾斜

横ずれ0°0°すべり⾓
岩⽥・浅野(2010)6230応⼒パラメータ

SMGA

150150⾯積(km2)
16.7%16.7%⾯積⽐

平均すべり量×25.12.4平均すべり量(m)
Mos=μDS3.5E+191.7E+19地震モーメント(Nm)
⊿σ×S/Ss7.06.8Mw

2.92.9破壊伝播速度(km/s)
そのほか 66fmax(Hz)

4.6E+104.6E+10剛性率(N/m2)



図4.15 都心南部直下地震（プレート内）の震度分布図
上図：広域図 下図：都心部拡大図

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.16 都心東部直下地震（プレート内）震度分布図

図4.17 都心西部直下地震（プレート内）震度分布図
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.18 千葉市直下地震（プレート内）震度分布図

図4.19 市原市直下地震（プレート内）震度分布図
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.20 立川市直下地震（プレート内）震度分布図

図4.21 川崎市直下地震（プレート内）震度分布図
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.23 羽田空港直下地震（プレート内）震度分布図

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.22 東京湾直下地震（プレート内）震度分布図
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.24 成田空港直下地震（プレート内）震度分布図
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図4.26 Terakawa & Matsuʼura (2010)による広域応力場（深さ10km）のσ1軸σ3軸の下半
球投影

※最⼤主応⼒(σ1)及び最⼩主応⼒(σ3)の軸をそれぞれP軸、T軸として表⽰
※横浜市周辺の応⼒場（右図⾚枠）は太字でプロット

F-netの地震メカニズム解
(1997〜、深さ0-20km)

N

伏⾓(plunge)

+:P軸（σ1軸）
Ｘ:T軸（σ3軸）

+ P軸

Terakawa & Matsuʼura (2010) 
の広域応⼒場（深さ10km）

すべり⾓傾斜⾛向

77°69°57°

応⼒場に調和的
なメカニズム

X T軸

※横浜周辺の広域応⼒場の主応⼒軸
の⽅位⾓、伏⾓の平均値より計算
（傾斜が⾼⾓なもの）
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設定⽅法（参考）
（低⾓）

横浜
（⾼⾓）

地震の規模・断層の⼤きさ・形状
6.806.80Mwモーメントマグニチュード

2.00E+192.00E+19NmM0地震モーメント
松⽥（1975）7.17.1M（マグニチュード）

275275km2S⾯積
J-SHIS2323kmL⻑さ

1212kmW幅
断層の位置

35.394235.4096°緯度（地中の断層基準点の位置）
139.7541139.5163°経度（地中の断層基準点の位置）

27057°q⾛向
2469°d傾斜

中央防災会議（2004）66kmHs上端深さ
地震調査研究推進本部1117kmHd下端深さ

断層の運動
12177°lすべり⾓

D=M0/(mS)2.122.12mDすべり量
中央防災会議（2006）3.03.0MPaDs平均応⼒パラメータ

2.52.5km/sVr破壊伝播速度

中央防災会議（2006）6.06.0Hzｆ
max

⾼周波遮断周波数

SGMA
中央防災会議（2006）5454km2Sa総⾯積

4.224.22mDaすべり量
7.70E+187.70E+18NmM0a総地震モーメント

15.4015.40MPaDsa応⼒パラメータ
中央防災会議（2006）――Km2Sai⾯積

――NmM0ai地震モーメント
――MDaiすべり量

背景領域
221221Km2Sb⾯積

1.22E+191.22E+19NmM0b地震モーメント
1.611.61MDbすべり量
3.083.08MPaDsb応⼒パラメータ

表4.7 本検討会における地殻内の地震の断層パラメータ
（横浜市直下地震）
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.27 横浜市直下地震（地殻内）震度分布図

（参考）横浜市直下地震（地殻内）震度分布図
※ 低角なモデルを設定した場合。 42



表4.8 フィリピン海プレートと北米プレート境界に想定する地震の断層パラメータ

43

備考茨城県南部埼⽟・茨城県境

断層全体

21142151⾯積(km2)
プレート間地震の平均的な値33平均応⼒降下量(MPa)
Mo=μDS1.41.4平均すべり量(m)
0.41×⊿σ×S3/21.2E+201.2E+20地震モーメント(Nm)

7.37.3Mw
25.025.0応⼒パラメータ

SMGA

317323⾯積(km2)
15.0%15.0%⾯積⽐

Mo=μDS4.454.49平均すべり量(m)
0.41×⊿σ×S3/25.8E+195.9E+19地震モーメント(Nm)

7.17.1Mw
2.72.7破壊伝播速度(km/s)

そのほか 66fmax(Hz)
4.1E+104.1E+10剛性率(N/m2)



震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.28 茨城県南部の地震（プレート境界）震度分布図

図4.29 埼玉・茨城県境の地震（プレート境界）震度分布図
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設定⽅法
綾瀬川

深⾕
伊奈-川⼝鴻巣-伊奈

地震の規模・断層の⼤きさ・形状
気象研究所7.167.60Mwモーメントマグニチュード

6.98E+193.13E+20NmM0地震モーメント
松⽥（1975）7.57.9M（マグニチュード）

321309351386456
km2Ss⾯積

6301193S
J-SHIS3869kmL⻑さ
W=(Hd-Hs)/sind1717kmW幅

断層の位置

J-SHIS35.970036.078336.3817°緯度
（地表の断層基準点の位置）

139.6433139.4850138.8533°経度
（地表の断層基準点の位置）

141130122°q⾛向
6060°d傾斜

中央防災会議（2004）55kmHs上端深さ
地震調査研究推進本部2020kmHd下端深さ

断層の運動
9090°lすべり⾓

D=M0/(mS)3.237.64mDすべり量
中央防災会議（2006）3.03.0MPaDs平均応⼒パラメータ

2.52.5km/sVr破壊伝播速度
中央防災会議（2006）6.06.0Hzｆmax⾼周波遮断周波数

SGMA
中央防災会議（2006）144.281.km2Sa総⾯積

6.4615.28mDaすべり量
3.19E+191.47E+20NmM0a総地震モーメント

13.1312.75MPaDsa応⼒パラメータ
中央防災会議（2006）73.71.88.88.105.km2Sai⾯積

1.64E+191.55E+194.44E+194.44E+195.84E+19NmM0ai地震モーメント
6.516.4014.7614.7616.16mDaiすべり量

背景領域
486912km2Sb⾯積

3.79E+191.66E+20NmM0b地震モーメント
2.275.29mDbすべり量
2.632.55MPaDsb応⼒パラメータ

表4.9 本検討会における活断層の地震の断層パラメータ
（深谷断層帯・綾瀬川断層）
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設定⽅法伊勢原三浦半島⽴川
地震の規模・断層の⼤きさ・形状

気象研究所6.776.957.09Mwモーメントマグニチュード
1.81E+193.30E+195.36E+19NmM0地震モーメント

松⽥（1975）7.17.27.4M（マグニチュード）

213396
180330

km2Ss
⾯積

511S
J-SHIS222834kmL⻑さ
W=(Hd-Hs)/sind121415kmW幅

断層の位置
J-SHIS35.365535.178135.6667°緯度（地表の断層基準点の位置）

139.2976139.7684139.4507°経度（地表の断層基準点の位置）
352300315°q⾛向
604560°d傾斜

中央防災会議（2004）555kmHs上端深さ
地震調査研究推進本部151518kmHd下端深さ

断層の運動
9018090°lすべり⾓

D=M0/(mS)2.482.433.06mDすべり量
中央防災会議（2006）3.03.03.0MPaDs平均応⼒パラメータ

2.52.52.5km/sVr破壊伝播速度

中央防災会議（2006）6.06.06.0Hzｆ
max

⾼周波遮断周波数

SGMA
中央防災会議（2006）5585120km2Sa総⾯積

4.144.866.12mDaすべり量
7.89E+181.41E+192.52E+19NmM0a総地震モーメント

13.7514.0012.75MPaDsa応⼒パラメータ
中央防災会議（2006）――45.75.km2Sai⾯積

――8.00E+181.72E+19NmM0ai地震モーメント
――5.186.68mDaiすべり量

背景領域
157311390km2Sb⾯積

1.02E+191.88E+192.84E+19NmM0b地震モーメント
1.891.772.12mDbすべり量
2.752.802.55MPaDsb応⼒パラメータ

表4.10 本検討会における活断層の地震の断層パラメータ
（立川断層帯、三浦半島断層群主部、伊勢湾断層帯）
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.30 深谷断層帯(Mw7.6)の地震の震度分布図

図4.31 綾瀬川断層(Mw7.2)の地震の震度分布図
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.33 三浦半島断層群主部(Mw7.0)の地震の震度分布図

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.32 立川断層帯(Mw7.1)の地震の震度分布図
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.34 伊勢原断層帯(Mw6.8)の地震の震度分布図
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⽴川断層帯

伊勢原断層三浦半島断層帯

綾瀬川断層帯深⾕断層帯

（参考）統計的グリーン関数法により計算した震度分布



表4.11 本検討会における活断層の地震の断層パラメータ（西相模灘の地震）

50

設定⽅法⻄相模灘
地震の規模・断層の⼤きさ・形状

7.3Mwモーメントマグニチュード
logM0=1.5Mw+9.11.1E+20NmM0地震モーメント
Mw=M-0.3 気象研7.6M（マグニチュード）
S=LW686Km2S断層⾯積
logL=0.6M-2.9 松⽥（1975）46KmL断層⻑さ
Nishimura(2011)15KmW断層幅

断層の位置

Nishimura(2011)

139.1850°経度（地表の断層基準点の位置）
35.1886°緯度（地表の断層基準点の位置）

175°Θ⾛向
70°δ傾斜
5kmHs上端の深さ

Hd＝Wsinδ+Hs19kmHd下端の深さ
断層の運動

Nishimura(2011)179°λすべり⾓
M0=μDS4.77mDすべり量
中央防災会議（2004）3MPaΔσ平均応⼒パラメータ
Vr=0.72Vs2.5km/sVr破壊伝播速度
兵庫県南部地震から推定された値 中央防災会議（2006）6Hzfmax⾼周波遮断周波数

そのほか

中央防災会議（2004）
3.5km/sVsS波速度

2800kg/m3ρ密度
μ=ρVs23.4E+10N/m2μ剛性率

SMGA
0.2Sよりやや⼤きな値134km2Sa総⾯積
Da=2D9.54mDaすべり量
M0a=μDaSa4.39E+19NmM0a総地震モーメント
Δσa=S/Sa×Δσ15.34MPaΔσa応⼒パラメータ

背景領域
Sb=S-Sa552km2Sb⾯積
M0b=M0-M0a6.83E+19NmM0b地震モーメント
M0b=μDbSb3.61mDbすべり量
Δσb=0.2Δσa3.07MPaΔσb応⼒パラメータ



震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.35 西相模灘(Mw7.3)の地震の震度分布図
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図4.36 地殻内に一律にMw6.8の震源を想定した場合の震度分布図
・主に関東の平野部が対象範囲として、断層上端の深さを5㎞もしくは地震基盤＋2㎞
より深い方とする) 

図4.37 フィリピン海のプレート内に一律にMw7.3の震源を想定した場合の震度分布図
・相模トラフの最大クラスの地震の震源断層域の内、フィリピン海プレート上端の深さが15kmより深く、フィリピン
海プレートの厚さが20kmより厚い範囲にフィリピン海プレート内の地震を設定し直上の震度を推計した

プ レ ー ト 上 面
15km

プレート厚さ
20km

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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図4.38 首都直下のＭ７クラスの地震による震度分布を重ねた震度分布図
(地殻内に一律Mw6.8（図4.36）とフィリピン海プレート内一律にMw7.3（図4.37）の
震源を想定した震度分布図を重ねたもの）

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.39 首都直下のＭ７クラスの地震による震度分布を重ねた震度分布図
(図4.38に今回検討した19ケースの震度分布図を重ね合わせたもの）
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震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図4.41 1703年元禄関東地震の震度分布
・左図 宇佐美（2003）による元禄関東地震の震度分布より作成
・右図 都司（2006）による皇居周辺の震度分布より作成
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図4.40 東京圏及びその周辺地域で発生する海溝型地震（M８クラス、最大クラス）の震源域



表4.12 1703年 元禄関東地震の再現計算のパラメータと既存研究のマグニチュード

Mo2)μ3)UWLMo2)MKMtMMw1）

（Nm)(N/m2）m(km)(km)（Nm)(河⾓）
1.28E+214.10E+106.755852.27E+218.2 笠原ほか（1973） 9.84E+204.10E+10104060
1.25E+214.10E+106.77065

3.58E+218.3 Matsuda et al.(1978) 2.95E+204.10E+1063040
2.04E+214.10E+107.170100
1.28E+214.10E+106.755852.27E+218.2 相⽥(1993) 9.84E+204.10E+10104060

7.9〜8.2渡辺（1998）
8.28.48.4 阿部（1999）

8.1 宇津(1999)
1.28E+214.10E+106.75585

4.40E+218.4 村上・都司（2002） 9.47E+204.10E+1065570
2.16E+214.10E+10116080
1.17E+214.10E+106.750851.81E+218.1 宍倉(2003) 6.45E+204.10E+10122357

5.00E+108.1 ⾏⾕ほか(2011)
7.9〜8.2宇佐美ほか（2013）

4.10E+108.5 内閣府（2013）
8.47.9〜8.2地震調査委員会(2014)

7.9〜8.2理科年表(2024）
4.10E+108.5 内閣府（2025）

震源域のSMGAの⾯積の和1,781⾯積(km2)SMGA
239.0⾯積(km2)

SMGA①
0.41×⊿σ×S3/23.8E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.0Mw

25.0応⼒パラメータ(MPa)
0.5×√S／Vr2.9ライズタイム(s)

240.7⾯積(km2)

SMGA②
0.41×⊿σ×S3/23.8E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.0Mw

25.0応⼒パラメータ(MPa)
0.5×√S／Vr2.9ライズタイム(s)

313.9⾯積(km2)

SMGA③
0.41×⊿σ×S3/25.7E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.1Mw

25.0応⼒パラメータ(MPa)
0.5×√S／Vr3.3ライズタイム(s)

367.5⾯積(km2)

SMGA④
0.41×⊿σ×S3/27.2E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.2Mw

25.0応⼒パラメータ(MPa)
0.5×√S／Vr3.6ライズタイム(s)

305.6⾯積(km2)

SMGA⑤
0.41×⊿σ×S3/25.5E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.1Mw

25.0応⼒パラメータ(MPa)
3.2ライズタイム(s)
314.7⾯積(km2)

SMGA⑥
0.41×⊿σ×S3/25.7E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.1Mw

25.0応⼒パラメータ(MPa)
3.3ライズタイム(s)

Vr=Vs×0.722.7km/s破壊伝播速度そのほか 6Hzfmax
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1) ⽂献に記載されたMw、またはMoをMwに換算︓Mw=(logMo-9.1)/1.5
2) Moは計算値︓Mo=L・W・U・μ
3) 剛性率は内閣府（2013）と同じ値とした。



図4.42 1703年元禄関東地震の震度の再現計算
上図：広域図 下図：都心部拡大図

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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表4.13 最大クラス地震のパラメータ

震源域のSMGAの⾯積の和2421⾯積(km2)SMGA
239.0⾯積(km2)

SMGA①
0.41×⊿σ×S3/24.5E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.0Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
240.7⾯積(km2)

SMGA②
0.41×⊿σ×S3/24.6E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.0Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
313.9⾯積(km2)

SMGA③
0.41×⊿σ×S3/26.8E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.2Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
367.5⾯積(km2)

SMGA④
0.41×⊿σ×S3/28.7E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.2Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
305.6⾯積(km2)

SMGA⑤
0.41×⊿σ×S3/26.6E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.1Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
3.2ライズタイム(s)
314.7⾯積(km2)

SMGA⑥
0.41×⊿σ×S3/26.9E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.2Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
3.3ライズタイム(s)
322.7⾯積(km2)

SMGA⑦
0.41×⊿σ×S3/27.1E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.2Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
3.3ライズタイム(s)
317.1⾯積(km2)

SMGA⑧
0.41×⊿σ×S3/26.9E+19地震モーメント(Nm)
log(Mo)=1.5Mw+9.17.2Mw

30.0応⼒パラメータ(MPa)
3.3ライズタイム(s)

Vr=Vs×0.722.7km/s破壊伝播速度そのほか 6Hzfmax
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図4.43 相模トラフ沿いの最大クラスの強震断層モデル

図4.44 最大クラスの地震による震度分布
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≪データ≫
津波痕跡ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
痕跡信頼度ABCD

≪痕跡高の採用値≫
痕跡高の平均値

≪対象地震≫
1703年元禄関東地震
1923年大正関東地震

≪データ≫
津波痕跡ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
痕跡信頼度ABCD

≪痕跡高の採用値≫
痕跡高の平均値

≪対象地震≫
1677年延宝房総沖地震

図5.1 1923年大正関東地震及び1703年元禄関東地震の津波痕跡高

図5.2 1677年延宝房総沖地震の津波痕跡高
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図5.3 地形データの更新例（上：前回報告、下：今回報告）

地形（前回）

地形（今回）
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図5.4 陸地測量部（1930）による1923年大正関東地震の上下地殻変動量データ
（測量期間：三角点：[1924年5月～1925年10月]－[1884年～1899年]

測 線：[1923年9月～1927年5月]－[1884年～1898年]）
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①津波断層モデル ② 断層モデルによる上下地殻変動量

④上下地殻変動量の比較（海岸線）
（青線：観測、赤線：計算結果）

③上下地殻変動量の比較

図5.5 1923年大正関東地震の津波断層モデルと津波再現計算結果

⑤津波高（満潮位を引いた津波高）

⑥津波高さの比較（青線：痕跡高、赤線：計算結果）

Mw=8.2

Ｋ＝0.83
κ＝1.91
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津波高（満潮時）

小笠原諸島

図5.7 津波高（大正関東地震タイプの地震）
上図：津波高（満潮時）
下図：前回との差分
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津波高１ｍの到達時間

小笠原諸島

図5.8 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（大正関東地震タイプの地震）
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大正関東地震タイプの地震

大正関東地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県旭市付近）

大正関東地震タイプの地震

大正関東地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県大網白里市付近）

図5.9 津波浸水範囲の例（大正関東地震タイプの地震）
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大正関東地震タイプの地震

大正関東地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県館山市付近）

大正関東地震タイプの地震

大正関東地震タイプの地震による浸水範囲（神奈川県三浦市付近）

図5.10 津波浸水範囲の例（大正関東地震タイプの地震）
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大正関東地震タイプの地震

大正関東地震タイプの地震による浸水範囲（神奈川県鎌倉市付近）

大正関東地震タイプの地震

大正関東地震タイプの地震による浸水範囲（静岡県伊東市付近）

図5.11 津波浸水範囲の例（大正関東地震タイプの地震）

68



図5.12 行谷ほか（2011）による1703年元禄関東地震の上下地殻変動量データ
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②断層モデルによる上下地殻変動量

⑤津波高さの比較（青線：痕跡高、赤線：計算結果）④津波高（満潮位を引いた津波高）

図5.13 1703年元禄関東地震の津波断層モデルと津波再現計算結果

Mw=8.5

① 津波断層モデ
ル

③上下地殻変動量の比較（青線：観測、赤線：計算結果）

ターゲットは推定データ（ゼロ）

Ｋ＝0.96
κ＝1.30
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津波高（満潮時）

小笠原諸島

図5.15 津波高（元禄関東地震タイプの地震）
上図：津波高（満潮時）

下図：前回との差分
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津波高１ｍの到達時間

小笠原諸島

図5.16 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（元禄関東地震タイプの地震）
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元禄関東地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県旭市付近）

元禄関東地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県大網白里市付近）

図5.17 津波浸水範囲の例（元禄関東地震タイプの地震）

元禄関東地震タイプの地震

元禄関東地震タイプの地震
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元禄関東地震タイプの地震

元禄関東地震タイプの地震

元禄関東地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県館山市付近）

元禄関東地震タイプの地震による浸水範囲（神奈川県三浦市付近）

図5.18 津波浸水範囲の例（元禄関東地震タイプの地震）
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元禄関東地震タイプの地震

元禄関東地震タイプの地震

元禄関東地震タイプの地震による浸水範囲（神奈川県鎌倉市付近）

元禄関東地震タイプの地震による浸水範囲（静岡県伊東市付近）

図5.19 津波浸水範囲の例（元禄関東地震タイプの地震）
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図5.20 1677年延宝房総沖地震の津波の再現計算結果

Mw=8.5

①津波断層モデル

②断層モデルによる上下地殻変動量

③津波高（満潮位を引いた津波高）
④津波高さの比較（青線：痕跡高、赤線：計算結果）

Ｋ＝1.06
κ＝1.33
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津波高（満潮時）

小笠原諸島

図5.22 津波高（延宝房総沖地震タイプの地震）
上図：津波高（満潮時）

下図：前回との差分
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図5.23 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（延宝房総沖地震タイプの地震）

津波高１ｍの到達時間

小笠原諸島
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延宝房総沖地震タイプの地震

延宝房総沖地震タイプの地震

延宝房総沖地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県旭市付近）

延宝房総沖地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県大網白里市付近）

図5.24 津波浸水範囲の例（延宝房総沖地震タイプの地震）
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延宝房総沖地震タイプの地震

延宝房総沖地震タイプの地震

延宝房総沖地震タイプの地震による浸水範囲（千葉県館山市付近）

延宝房総沖地震タイプの地震による浸水範囲（神奈川県三浦市付近）

図5.25 津波浸水範囲の例（延宝房総沖地震タイプの地震）
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延宝房総沖地震タイプの地震

延宝房総沖地震タイプの地震

延宝房総沖地震タイプの地震による浸水範囲（神奈川県鎌倉市付近）

延宝房総沖地震タイプの地震による浸水範囲（静岡県伊東市付近）

図5.26 津波浸水範囲の例（延宝房総沖地震タイプの地震）
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図5.27 本検討会で仮定した想定房総半島南東沖側
の地震の津波断層モデルの例
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図5.28 房総半島南東沖で想定される地震として仮定した津波断層モデルと津波高

房総半島南東沖側の地震（差分モデ
ル）
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津波高（満潮時）

小笠原諸島

図5.30 津波高（房総半島南東沖で想定される地震）
上図：津波高（満潮時）
下図：前回との差分

87



津波高１ｍの到達時間

小笠原諸島

図5.31 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（房総半島南東沖で想定される地震）
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房総半島南東沖で想定されるタイプの地震

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震による浸水範囲（千葉県旭市付近）

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震による浸水範囲（千葉県大網白里市付近）

図5.32 津波浸水範囲の例（房総半島南東沖で想定されるタイプの
地震）

89



房総半島南東沖で想定

されるタイプの地震

房総半島南東沖で想定

されるタイプの地震

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震による浸水範囲（千葉県館山市付近）

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震による浸水範囲（神奈川県三浦市付近）

図5.33 津波浸水範囲の例（房総半島南東沖で想定されるタイプの
の地震）
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房総半島南東沖で想定されるタイプの地震

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震による浸水範囲（神奈川県鎌倉市付近）

房総半島南東沖で想定されるタイプの地震による浸水範囲（静岡県伊東市付近）

図5.34 津波浸水範囲の例（房総半島南東沖で想定されるタイプの
地震）
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大すべり域・超大すべり域

（合計：全体の20％程度）

○大すべり域：

平均変位の2倍のすべり量

○超大すべり域：

大すべり域より海溝側

大すべり域の2倍のすべり量

（平均すべり量の4倍）

震源断層域：断層運動により地震波を生成する領域
（断層すべりの領域）

深
い
側

海
溝
軸
側

図5.35 津波断層モデルの概念図
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ケース１
西側モデル

ケース２
中央モデル

ケース３
東側モデル

図5.36 想定する津波断層モデルのイメージ
大すべり域を深さ10～20kmに配置
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図5.38 最大クラスの津波断層モデルによる上下変動量と大正関東地震と元禄関東地震における
上下変動量の比較
上図：ケース１（西側モデル） 中図：ケース２（中央モデル）
下図：ケース３（東側モデル）
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図5.40 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（最大クラス ケース１、満潮位を引いた津波の高さ）

津波高１ｍの到達時間

小笠原諸島
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津波高１ｍの到達時間

小笠原諸島

図5.42 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（最大クラス ケース２、満潮位を引いた津波の高さ）
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小笠原諸島

津波高１ｍの到達時間

図5.44 海岸への津波の到達時間（津波高※１ｍ）
（最大クラス ケース３、満潮位を引いた津波の高さ）
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図5.45 既往地震モデル（延宝房総、元禄関東、大正関東）と房総半島南東側地震及び
最大クラス ケース１と1703年元禄関東地震の再現モデルの比較
広域で比較するため50mメッシュで計算。津波高さは平均潮位からの高さ。
日本海溝のモデルは、内閣府 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会
（2022）による。
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参考図5.6 大正関東地震・元禄関東地震・延宝房総地震・房総半島南東沖の地震の
沿岸市町村おける津波高
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